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はじめにはじめにはじめにはじめに

平成７年に起きた阪神・淡路大震災によって，本市は壊滅的な被害をうけ，この復旧・復興により

深刻な財政危機に見舞われている。さらにバブル経済崩壊後の長引く経済不況や地価の下落などによ

り本市の主財源である税収が落ち込み，財政再建への道程は依然として厳しい状況にある。

このため，財政再建を最優先課題として掲げ，さらに行政改革の基本的視点として，自らの地域の

問題は自らが決定し自ら責任を負うという「自己決定・自己責任」とともに，「最少の経費で最大の

効果」を上げるこれら二つの要素が不可欠である。

複雑化，多様化する事務事業に限られた財源で対応していくためには，これまで以上にその基本に

立ち返ることが重要となってきている。職員一人一人がコスト意識を持ち，費用対効果を常に念頭に

おいて事業を推進し，効率的な行政運営を行っていくことはもちろん，事業が効果的，効率的に実施

されたかどうかを評価点検し，事業内容の見直しを行うとともに，次の政策，施策に反映させていく

ことが必要である。

このため，本市では平成１２年９月から「行政評価システム調査研究会」を発足させるとともに，

行政評価システムの調査，研究に取り組んでいる。本報告書では，これまでの取り組みの状況及びそ

の結果明らかになった問題点と課題，さらに解決に向けての来年度以降のスケジュールを整理してい

る。
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